
 

 

 

『終戦８０年』 

 

校長 森田 直樹 

 

新年度が始まり２か月が過ぎ、今月は「修学旅行」・「校外学習」そして早いもので「期末試験」

も１８日から実施されます。「仲間づくり」「学びの深化」の２つの目標に向け、生徒たちは日々勤
いそ

しみながらも、学校生活を楽しんでいます。また６月１０日は、日本で初めて時計（「漏刻」と呼

ばれる水時計）による時の知らせが行われたことを記念して制定された「時の記念日」です。「時

間」の使い方を改めて考えるきっかけにしてもらえたらと思います。 

さて、今年は『昭和１００年』、『終戦８０年』という節目の年であり、昭和２０年６月２３日

（２２日という説もあります。）は、沖縄における組織的戦闘が終わった日とされ、戦没者を慰霊

するための「慰霊の日」が沖縄県では制定されています。太平洋戦争時沖縄は、日本で唯一大規模

な地上戦が行われ、一般市民の犠牲者も多数出ました。沖縄での出来事は８０年も前の事ですが、

現在もウクライナへのロシア軍の侵攻や、イスラエル・パレスチナ問題と『SDGｓ＜目標１６：

平和と公正をすべての人に＞』の目標達成が如何
い か

に難しい事なのかを感じさせられます。我々が住

むこの地球が、少しでも住みやすくなっていくよう、できる事から始めていかなければなりませ

ん。その為にも、教科学習だけでなく様々な行事・委員会活動等からも「学び」を深められるよう

本校でも取り組んでいます。前期生徒会執行部は、江坂地区であった空襲について調べ、全校集会

で発表してくれました。また、今後当事者の方に来ていただき、当時のお話も聞く予定です。未来

の社会が少しでも平和になるよう取組みを進めてまいります。 

最後に、この時期は緊張していた気持ちが少し和らぐと同時に、溜まっていた「疲れ」も出てく

る時期です。梅雨に入り、体調も整えにくい時期です。「疲れ」は「心の余裕」も奪っていくの

で、規則正しい生活で「疲れ」をためないように、見守っていただければと思います。そして、お

子様が時間に余裕を持って行動し、心に余裕を持った生活が送れるようご協力をお願いします。 
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□生徒総会実施 

８日（木）に生徒総会を実施しました。執行部と各

委員会の活動方針案が示され、クラス討議で出た

質問等にも答え、活動方針案が可決されました。前

期生徒会活動の本格始動です。 

□生徒会執行部取組み報告  

生徒総会後、生徒会執行部として取り組んでいる

「地域活動」と、戦後８０年に因み「吹田（江坂）

空襲」について、語り部さんから聞いたお話の報告

をしてくれました。 

□中間試験実施 

１年生にとって初めての定期考査です。３年生に

とっても進路に向けて、大切な試験です。どの顔

も、真剣そのものです。時間いっぱい使い、これ

までの「学び」の成果を出そうと努めていました。 

□オープンスクール 

春のオープンスクール（一日学校公開）を２７日に

実施しました。校区の小学校６年生の保護者の方

にも声をかけ、中学校での生活の様子を見ていた

だきました。 

□豊津西中学校ブロック研究授業 

「確かな学びを育む推進校」として、大阪府の指定

を受けて、ブロック公開授業を実施しました。小学

校時代に教えてもらった先生も来られていたので、

嬉恥ずかしそうにしている生徒もいました。 

□修学旅行に向けて 

６月１日からの修学旅行に向け、民泊先のスタッ

フとの Web交流会を、保護者の方々の参観のもと

行いました。生徒たちの気持ちは、早くも四国にあ

るようで、楽しそうに交流していました。 

5月行事報告 


